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https://www.mars.com/news-and-stories/press-releases/mars-pledges-fresh-climate-action-to-achieve-net-zero-emissions


RSPOの仕組み①ルール（抜粋）
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■原生林や保護価値の高い地域（HCV）を
開発していないこと（2005年11月以降）
■HCVと高炭素貯蔵地（HCS）が特定され
保護されていること（2018年11月以降）
■希少種、絶滅に瀕した野生生物等の生息
環境への配慮
■深さに関わらず泥炭層の開墾不可
■農薬等の適正使用と削減

環境面の基準

■先住民、地域住民との土地紛争が無い

こと
■労働者の賃金と労働環境が生活可能な

レベルであること
■労働組合を組織する権利の尊重

■児童労働の禁止

社会面の基準

https://rspo.org/resources/archive/1079

https://rspo.org/resources/archive/1079


RSPOの仕組み②認証モデル
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• ブックアンドクレームは、実際の商流は変えず、非認証油を購入したまま証書を購入するモデル
（製品中の認証油含有量ゼロ）

• マスバランスは認証油と非認証油が混ざっているモデル。製造ラインに認証油を投入した証明があ
れば、実際の商品製造と結びつけなくても投入量分は認証製品とすることが可能

ブックアンドクレーム

マスバランス

• 認証原料の流通を広げやすくするため＝認証原料の購買量が増えれば生産現場改善に繋がる



RSPOの仕組み②認証モデル
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セグリゲーション

• いずれも、全量認証原料を使用するモデル
• セグリゲーションは複数の認証農園由来の原料が混ざる。アイデンティティ・プリザーブドは単一

認証農園のみ
• セグリゲーションとアイデンティティプリザーブドであれば、農園までのトレーサビリティも比較

的取りやすいと考えられる
• 日本国内は、マスバランスとブックアンドクレームの利用が主流となっている

アイデンティティ・プリザーブド



パーム油利用企業に求められてきたこと

6

森林破壊のないパーム油の調達

認証を超えた全量トレーサビリ
ティの確保による証明

森林破壊ゼロ方針

NDPE（No Deforestation, No 
Peat, No Exploitation）方針

森林破壊・土地転換ゼロ方針

農園の位置情報要求は、年々変化があり、
厳しくなっていく傾向にある

© WWF-Indonesia / Jimmy Syahirsyah



１
方針や目標の設定
コミットメント

２
実施と

モニタリング

３
透明性のある

報告や開示

・現状把握
・優先順位付け
・用語の明確な定義
（特に森林破壊ゼロ）

・社内体制の構築
・サプライヤーへの説明と要求
・サプライヤーへからの情報収集
・トレーサビリティの確認
・各認証の理解と活用など

・方針や目標との整合性
・外部有識者の巻き込み
・社会情勢に応じた見直し

よくある課題
・開示が不十分で「方針だけ」に見える
・好事例だけの部分的な報告で全体が把握できない
・全てが自己申告で信頼性に欠ける

.

.

よくある課題
・社会的ニーズの高いコモディティの方針がない
・対象範囲が全てではなく限定されている
・用語の定義が曖昧なため実施や報告も曖昧
・世の中の動きと整合しない目標設定

※今出来ていることではなく、
社として目指す「あるべき姿」を

明示することが重要

よくある課題
・方針がサプライヤーに共有されていない
・トレーサビリティが原産地までの確認になっ
ていない
・認証原料の調達＝方針達成になっている

持続可能な調達とは？

優先順位付けでは
「何を」「どこから」
「どのくらい」調達
しているかによりリスク
が異なる
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●ツール
ツールは自分の目的（方針や目標）達成のために利用するもの

●リスクの「回避」
まずは調達におけるマイナス（環境負荷）をゼロに

ただし回避のためには全量切り替えを目指すのが妥当

●マーケットを通した生産現場の改善
マスバランスやブックアンドクレームであっても、購入することで

生産者の生産改善に繋がる

では、「森林破壊ゼロ」「NDPE」の確認に必要なことは？
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認証制度の役割



調達方針などで、何を目標に
掲げているかによって、確認
方法は異なる

例「2025年までにNDPE達成」

調達しているアブラヤシ由来
原料全量について

①森林破壊

②泥炭開発

③人権侵害

が無いことを確認する必要
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目的と手段は整合しているか？
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パーム油調達方針例
https://www.kao.com/jp/sustainability/we/procurement/palm-dashboard/

https://www.nissin.com/jp/sustainability/environment/procurement/

https://www.nissin.com/jp/sustainability/environment/procurement/
https://www.nissin.com/jp/sustainability/environment/procurement/


事例１ 食品メーカーA社（アメリカ）
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Deforestation-free Principles

サプライヤーへの要求
• 合法性
• HCVのある原生林や生態系の森林破壊・転換

を行わない
• HCSにおける開発をしない
• 泥炭地開発をしない
• 開墾のために火入れをしない
• 信頼できるランドスケープレベルの枠組みが

存在する場合は、その枠組みの中で活動する
• サプライチェーンの透明性を提供する
• 農民やコミュニティの土地の権利、FPIC、先

住民族や森林に異存する人の権利の尊重を含
む、既存の人権コミットメントを支持する

• バランスのとれた透明性の高い紛争解決プロ
セスを通じて、土地の権利に関する紛争を解
決する

Update report 2023

搾油所までのトレーサビリティ：100％
農園までのトレーサビリティ：97％
RSPOマスバランス以上：98.6％
RSPOブックアンドクレーム：1.4％
Tier1サプライヤー数：15社
Tier1サプライヤーへのNDPE準拠要請：
100％
搾油所のNDPE方針：100％
小規模農家ランドスケーププログラム数：
4
小規模農家プログラムの小規模農家数：
4917人



事例２ 食品メーカーB社（日本）
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パーム油調達方針

B社は、各国の法令や規制を順
守するとともに、熱帯雨林や
高炭素貯蔵地の保護・人権の
尊重・トレーサビリティの確
立を行います。…2030年度ま
でに持続可能なパーム油に切
り替えることを目標に、RSPO
及び現在のサプライヤーと議
論を行っていきます。

レポートでの開示

国内外のB社グループ全体で、
2030年度末までに持続可能な
パーム油に切り替えることを
目標にしています。

国内グループにおける認証
パーム油への代替
81.1％（2022年度実績）



事例３ 食品メーカーC社（日本）
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パーム油調達方針

C社は、NDPEを支持し、お取引先とと
もに以下の基準に従い、持続可能性に
配慮したサプライチェーンから、認証
されたパーム油の調達を目指します。
・HCV、HCSの保護
・深さに関わらない新たな泥炭地の開
発ゼロ、火を用いた整地や土地開墾ゼ
ロ
・児童労働、強制労働など人権侵害の
禁止
・先住民族、地域住民の権利、ならび
に労働者の権利の尊重

レポートでの開示

認証パーム油を2030年までに100％使
用する目標を掲げ、2022年には国内全
工場でマスバランスへの切替が完了し
ました。
サプライヤーと連携し、ミルリストの
提供や原産地におけるランドスケープ
アプローチの取組みの現状、森林状況
のモニタリングなどの情報交換を行っ
ています。



●認証制度はツールとして有効
方針達成の確認として、認証制度の利用は便利なことが多い
重要なのは、自社の目標と認証制度が整合しているか

●リスクの把握には、トレーサビリティが不可欠
生物多様性のリスクは場所による部分が大きく、国レベルではなく地域
や少なくともランドスケープレベルのトレーサビリティが必要
トレーサビリティを取るには認証制度が利用できる可能性が高い

●ステップバイステップで
いきなり全量トレーサビリティを確認することは難しいため、まずは認
証原料を調達しつつ、サプライヤーと協力し確認を進めていくことが重
要。優先順位を決めることも大事
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